
まえがき＝近年，首都圏をはじめとする大都市部におい
ては，超高層建築物の建設需要が旺盛な状況にある。建
築用高強度鋼材は，こうした建築構造物の大型化や空間
の大スパン化，また使用鋼材重量の低減による建設トー
タルコスト縮減などのため，その適用実績は増加してい
る。
　これまでの建築用鋼材の強度区分は，引張強さ 400，
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むすび＝建築構造用の鋼材として，引張強さ 520MPa 級
鋼と同等の良好な溶接性と溶接継手特性を有する一般部


